
















要  約

  小児の事故防止に対する保健指導の効果を検証するための介入研究に先立ち、予備調査

を行った.調査対象は、鹿児島県の 4 保健所管内で行われた 1 歳 6 か月健診及ぴ 3 歳児健

診の受診者とその保護者であり、それぞれ 104組と 176 組から協力が得られた。

  過去に医者にかかるような事故にあった児は 1 歳 6 か月児で 17.3%、  3 歳児で 17.6%

であった.また、事故防止対策で比較的実行されていない項目は 1 歳 6 か月児で「ストー

プ、ヒーターなどの熱いものに対する柵の使用」「入浴後に浴槽の水をすぐ抜く」「チャイ

ルドシートの使用」であった.  3 歳児ではこの 3 つに加え、「子どもを車の中に一人にし

ておかない」という項目が比較的実行されていなかった。

  また、保健所、市町村に勤務する保健婦に対して、小児の事故防止対策についてのアン

ケート調査を行った.通常業務の中でほとんどの保健婦は、事故防止指導を実施しており、

その中心は乳幼児健康診査での集団指導や個別指導であった.保健所、市町村いずれの保

健婦も 70%近くが保健指導によって小児の事故は減少できると考えていた.


